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中学校に入学するまでイエス様と教会を知らないまま
田舎で住みました。中学校2年生の時に町に引越しを
して初めて伝道する人を見ました。年末になるとクリ
スマスのキャロルが鳴り響き友達がクリスマスのプレ
ゼントの話をする時にも私はクリスマスが何の日か知
らなかったです。工業系の高等学校に進学して寮に生
活するようになり隣の教会に通う友達が伝道をしても
私はイエス様と教会に関心を持ってなかったです。 
 2年生の時ある休日に家から寮に帰る時間が遅くなっ
てしまい罰を逃れるように猿知恵をめぐらしました。
寮の学生管理室に電話をかけて夜教会に行って来るの
で遅くなると嘘をつきました。そして教会に行きこっ
そり一番裏の席に座って礼拝が終わることをまって礼
拝に参席した人々と共に寮に入りました。そんな私を
見た友達が毎週ことに教会に行こうと誘いました。一
ヶ月くらい過ぎた週日にも教会を誘ったがすぐ諦めて
外の学生達と教会に向かいました。どころが恵みなの
か私が服を変えて彼らの後ろを自ら遠く離れてついて
行きました。珍しい事でした。その日からすぐ信仰が
出来た事ではないですが、信仰は聴いて成長するとい
う御言葉に従って週日礼拝、平日礼拝、土曜学生礼拝
に休まずに参席して説教を聴きました。  
高校3年聖の春教会で神霊のリバイバル会が開かれま
した。アメリカ牧師が講師としていらっしゃって癒し
の祈りをしてくださって多くの人々が病気が治ったそ
うです。しかし、信じられなかったのでずっと座って
うそをついたのではないかと思いました。続けて参席
して四日になる日でした。教会で一年間みた小学生が
神様の奇跡で治る姿を見ました。手が固くなっていつ
も手を胸についていた子がその日、祈られて手を開い
て手を上げて跳ぶ姿を見たことです。表現できないほ
ど衝撃でした。その以後、神様がおられることと全能
なることを信じるようになりまし二ヵ月後には私も神
癒の恵みを直接に体験しました。水曜礼拝に参席して
担任牧師の 神癒と祝福祈りを受けて次の日に鼻炎か
蓄膿症か分からなかった病気をきれいに癒されました。 
神様に向かう信仰が心の喜びとなり人生の道も主に委
ねるようになりました。就職を控えて実習時間ことに
切に祈りました。“神様、私はようやく神様を知り小
さい信仰が出来ました。今通っている教会で続けて信
仰の生活をしながら一生神様の子供として生きるよう
にしてください。必要な資格も取って今の目標してい

る会社に就職するように導いてください。外の地域に
ある会社に入ると教会生活を続ける自信がないです。
もし先輩と同僚と交わって信仰を守らなくさ迷うか心
配です。” 
体力が弱い私は5時間かけて鉄をやすりで挽いて何か
製品を作る事は大変でした。資格を取る日にも大変で
途中で諦める心がありましたが神様の励ますと友達の
助けを受けでかろうじて実記試験を終えました。監督
官は“足で挽いてもそれより良く挽ける”と言われそ
のまま捨てるほど合格は難しかったです。夏になり一
人一人就職をしてソウルとチョンワォンで離れからん
とした教室になりました。しかし、夏休みが過ぎても
私には就職の機会は来なかったです。せき立つ心にな
りもっと祈り神様に祈りました。２学期の開学した日、
朝会時間に先生から資格合格証もらい私が願っていた
会社に入社願書を出して面接を受けるとしました。そ
して、一週間後、ついにその会社に出勤する事が出来
ました。ハレルヤ！感謝限りです。私の祈りが答えら
れました。資格も取り願っていた会社にも就職した過
程には全能なる恵み豊かな神様の働きが望みました。 
 収集期間が終わった後同僚達は各自の部署を配置う
けて勤務しましたが、私は食水管理とトイレ掃除とさ
らに工場の壁にペンキを塗るなどをして一日を過ごし
ました。それでも落胆しなくて真面目に仕事をしまし
た。2ヶ月が経てドイツから新しい機械設備が入りま
した。ロボットのうでが組み立たないまま輸入されド
イツの技術者が来て腕を組み立てました。ドイツのエ
ンジニア達の仕事を手伝うことをするようになりまし
た。特に危ない仕事は外の同僚と先輩達が避けて仕方
なく私の仕事になりました。大変でしたが耐え忍びま
した。とても大変な時になると若い時のヨセプを考え、
ヨセプと共におられた神様を望みました。造立が完了
してテストランをする時実力ある先輩達が自分が運転
する良いチャンスだと喜びました。その機会が先輩で
はなく私に与えられました。神様の恵みでした。ドイ
ツエンジニアが国に帰って新しい機械設備を運用でき
る7名の作業する組が2名ずつ3交代を勤務する事が決
まりました。私はそのように勤務をすると礼拝に行け
なくて断りました。課長など幹部は強く断りました。
そうしたいなら会社を辞めなさいと言いました。私を
ここまで導かれた神様を覚え畏れることがないと思い
辞表を出しました。すると幹部は私に負けたと言い交
代勤務をしないようにしてくださいました。以後から
もっと誠実に勤務し神様が与える知恵で様々な業務改
善を提案してまたそれが受けられ委員達のまで発表し

て褒められ楽しく仕事をする事が出来ました。 
軍隊に入隊時期がくると私はまた神様に祈りました。
“神様、私は軍人になってもこの信仰を強く守り神様
を仕える信仰生活をしたいです。教会がある部隊に入
られ信仰生活をするように導いてください。”感謝す
ることは神様は今回も答えてくださいました。先輩達
の迫害でも熱心に教会を通いました。運転兵なので車
の中で聖書を置いて暇暇に御言葉を読む事が出来まし
た。そうするうちに様々な問題が続けて教会にできて
週日ことに教会に来て説教してくださった牧師と 軍
宗兵が変わりに私が勧士と執事の勧められ正式に任命
されないまま軍宗兵になり礼拝を導くようになりまし
た。足りないところが多かったですが神様に委ねて祈
りながら礼拝を導きました。たとえ説教は上手ではな
いが神様は時によって助ける恵みをくださいました。
その間多くの後輩軍兵たちが教会に行ってイエス様を
受け入れ、私は真実な後輩軍兵を軍宗を立て無事に転
役しました。神様は清い職分と使命をくださる時には
担える力と助けてくださる事を深く悟りました。 
  新しく社会生活をするうちに神様の摂理と導きで
今の妻に出会い恵みと真理教会の聖徒になりました。
教会に初めて来た日、私は世の中で恵みと愛が溢れる
教会ははじめて見ました。多くの聖徒と教役者達が嬉
しく挨拶してくださいました。礼拝時間には主の愛で
互いに仕え主の愛を分かち合う姿がとても美しく見え
ました。その後からキンポからアンヤン聖殿を通い平
日礼拝も熱心に参席して多くの恵みを受けました。そ
して、キンポ聖殿が立てられもっと主と教会の仕える
ようになり信仰生活にも驚くほど成長しました。 
 出退勤の道で新しくアーパト形工場を見ながら私も
熱心に事業場を運営することを描きながら神様に祈り
ました。会社を行き来しながらいつも祈のったら期待
と願が成し遂げるようにしてくださいました。まだ、
会社が発展する事が遅くて様々な問題がありましたが
今まで導いてくださったようにこれからも神様が共に
いてくださり主の事に大きく用いられ献身する事業場
になることを信じます。 
 主に自らをゆだねよ／主はあなたの心の願いをかな
えてくださる。 あなたの道を主にまかせよ。信頼せ
よ、主は計らい。 あなたの正しさを光のように／あ
なたのための裁きを／真昼の光のように輝かせてくだ
さる。 
 

 

 

 

 

この時からイエスは教を宣べはじめて言われた、

「悔い改めよ、天国は近づいた」。  (マタイに

よる福音書  4:17) 

 
聖書で悔悟という言葉と天国という言葉を除外してし
まえば、キリスト教は他の宗教とあまり違うことがあ
りません。 正確に言えば、それは、キリスト教があ
りません。 イエス様は生涯の始まりから"悔い改めと
天国が近寄ってきた。"と宣布して、弟子たちにもこ
れを電波するよう命令しました。 すべての人は悔悟
と天国について明確に知らなければなりません。  
第一に、悔悟について説明します。  
聖書は 2 種類の悔悟について話しています。 罪の赦
免と永生を得させる悔悟と、神様を嬉しく呼び立てし
た人生のためのざんげです。 福音を信じることが罪
許すことを受けて永生を得させる悔悟です。 イエ
ス・キリストがすぐ福音です。 解いて説明すれば、
イエス・キリストが私たちの罪を贖罪をとろうと世の
中に来て十字架を背負られず死んで復活したという消
息が福音です。 イエスや無関係な自己省察と反省は
悔悟がありません。 イエス・キリストを救世主と信
じて迎接するのが罪許すことを得させる悔悟であり、
永生得る悔悟です。 人が悔悟する姿より感動的で美
しいものはありません。 地獄に入る人が助かっても
らって天国へ進むようになるからです。  

神様を嬉しく呼び立てした人生のためのざんげは自分
自身を省察して過ちを悔い、直すことを意味します。 
罪の赦免と生命得る悔悟を一人、正常なキリスト人は
生涯の間、生きてみて悔いて直す悔悟をすることにな
ります。 新しい生命を得るようになった人は神様を
嬉しく呼び立てしなければ、神様の言葉によって心に
刺されたのを受けます。 聖霊様のしかることを感知
します。 そして、一生の間、悔悟しながら暮らして
います。 この世の中の風潮を分別によって行なわれ
たこと、光の実がないこと、歳月を浪費することを悔
悟しなければなりません。 神様の思い通りに行うこ
とができないなら、これを悔悟しなければなりません。  
第二に、天国について説明します。 
死後の世界に関しては、聖書に記録されたお言葉に満
足しなければなりません。 死んだ人が行くことにな
るところとして福楽を享受するところについて聖書に
"楽園、神様国、天国、父の家、イエスさまが予備し
た居室、新しいエルサレム"と形容されました。 さま
ざまに形容されたこれらの用語が示す特徴を知られれ
ば、もっと幅広く理解することができます。 '神様国
'あるいは'天国'はこの全てを包括する名称です。 聖
書には私たちが知りたいことをみんな話してくれてい
るわけではないが、我々が現世で知るべき必要がある
ことだけは啓示してくださいました。 
ヨハネの黙示録 21 枚と 22 枚を見ると、'新しいエル
サレム'の美しくて栄華を極めた姿について詳しく描
写しています。 城外から見た姿は城の光が極めて稀
な宝石のような、碧玉と水晶のように清いです。 そ

の城郭は碧玉で積み込まれ、その城は正金だが、晴れ
たガラスのようです。 基礎の石は様々な宝石に仕立
てました。 成案から見た姿は道が澄んだガラスのよ
うな正金になっています。 道のうち、透き通った生
命水の川が流れています。 川左右に生命の樹があり、
12 つの実をつきます。 そして天国には死亡がありま
せん。 悲痛やこくすることがなく、痛みがなく、夜
がありません。 神様の栄光がうつされて小羊がなり
です。 俗っぽいこと、加増したこと、嘘する者があ
りません。 呪いがなく、悪魔がありません。 天国に
はすべてが常に新しさを持っています。 古くなって
汚れて衰えてきて腐ってなることは存在しません。  
このような天国には誰が入るようになりますか? その
答えはとても簡明します。 悔悟して罪許すことと永
生を得なければなりません。 イエス・キリストを信
じて迎接するのが罪許すことと永生得る悔悟です。 "
罪許すことと生命得る悔い改め"なしに生きることは
無意味な人生の連続でだけです。 彼が何をしてもそ
こには永遠の価値がありません。 そして"罪許すこと
と生命得る悔い改め"を続けても"悔い、直す悔い改め
"がない信者は恥ずかしい救援を受けることになりま
す。  

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」  
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今日の本文はイエス様の再臨を備える信者たち

の態度の如何によって賢い者になるとか愚鈍な

者になるという事実を明らかにしています . 当

時ユダヤ社会の婚姻慣習はこのようです . 一カ

ップルの男女が結婚すれば新婚旅行を行かない

で家にそのまま一週間ほどとどまっている間に

家を開放します . 一週間の間の祭りには彼らの

選択した友達が参加しました . 花婿は彼の友達

を同行と花嫁の家に行きます . 花嫁の友達が花

婿と同行を迎えるために遠く出て待ちます . 花

婿がいつ来るかも知れないです . 花嫁側の知ら

ない時に来たりします . 夜中に来るようになれ

ば燈をつけて会うようになっています . 予想よ

り遅く来れば油を別に準備しない燈は消えてし

まいます . 燈をつけた者だけ花婿を迎えること

ができます . 花婿が来て一応門が閉まれば後に

来る人には参加する機会を与えないです . イエ

ス様から賢い者と呼ばれるのを願う人は今日の

お言葉を傾聴してください . 

 

 

先に、イエス様の再臨に対して聖書は
どんなに予言されているかをよく見ま
す. 
 

‘イエス様の再臨’という言葉はイエスキリス

トが世の中にまたいらっしゃるという意味です . 

イエスキリストの再臨は聖書に予言されている

し約束されています . 

旧約聖書に予言者を通じて予言されたお言葉が

あります .  ダニエル予言者は 

 “わたしはまた夜の幻のうちに見ていると、

見よ、人の子のような者が、天の雲に乗ってき

て、日の老いたる者のもとに来ると、その前に

導かれた。彼に主権と光栄と国とを賜い、諸民、

諸族、諸国語の者を彼に仕えさせたその主権は

永遠の主権であって、なくなることがなく、そ

の 国 は 滅 び る こ と が な い 。 ” (ダ ニ エ ル 書 , 

7 :13,14) しました . 御使たちの予告したお言

葉があります . イエスキリストが天に上げてい

らっしゃる時に弟子たちが天を詳らかに眺めて

いるのに急に白い服着た二人の御使が彼らのそ

ばに立ってこんなに言いました. “こう言い終

ると、イエスは彼らの見ている前で天に上げら

れ、雲に迎えられて、その姿が見えなくなった。

イエスの上って行かれるとき、彼らが天を見つ

めていると、見よ、白い衣を着たふたりの人が、

彼らのそばに立っていて  言った、「ガリラヤ

の人たちよ、なぜ天を仰いで立っているのか。

あなたがたを離れて天に上げられたこのイエス

は、天に上って行かれるのをあなたがたが見た

の と 同 じ 有 様 で 、 ま た お い で に な る で あ ろ

う」。” (行  1:9-11). イエス様が親しくおっ

しゃったお言葉があります. “そのとき、人の

子のしるしが天に現れるであろう。またそのと

き、地のすべての民族は嘆き、そして力と大い

なる栄光とをもって、人の子が天の雲に乗って

来るのを、人々は見るであろう。  また彼は大

いなるラッパの音と共に御使たちをつかわして、

天のはてからはてに至るまで、四方からその選

民を呼び集めるであろう。” (マタイによる福

音書  24:30,31).  

 

 

 

 

 

 

 

 

イエス様の再臨に関しては新約聖書のだけても 

300 回以上記録されています . テサロニケ人へ

の第一、第二の  手紙 ,とマタイによる福音書 

24 章とマルコによる福音書  13 章はイエスキリ

ストの再臨に対してだけ言及しています . イエ

スキリストの再臨は新約聖書で捜してみること

ができる一番重要な教理の中の一つです . 

 

 

次は、イエス様の再臨の目的に関して
よく見ます. 
 

イエス様の再臨の目的は聖徒たちのためなので

す . イエスキリストにあって死亡者の身が復活

されて生きている者等の身は変化されるでしょ

う . そして神様を迎接していつも神様とともに

いるようになるでしょう . テサロニケ人への第

一  4 章にこんなに記録されました. “すなわ

ち、主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパ

の鳴り響くうちに、合図の声で、天から下って

こられる。その時、キリストにあって死んだ

人々が、まず最初によみがえり、それから生き

残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包ま

れて引き上げられ、空中で主に会い、こうして、

いつも主と共にいるであろう。” (テサロニケ

人への第一の手紙 , 4 :16,17). 

そしてまた一つの目的は聖徒たちに冠と賞を与

えるためなのです . コリント人への第一の手紙 , 

15 章  58 節には  “だから、愛する兄弟たちよ。

堅く立って動かされず、いつも全力を注いで主

のわざに励みなさい。主にあっては、あなたが

たの労苦がむだになることはないと、あなたが

たは知っているからである。”と記録されまし

た . 聖書は  “「見よ、わたしはすぐに来る。

報いを携えてきて、それぞれのしわざに応じて

報いよう。” (ヨハネの黙示録 , 22:12)  イエ

ス様のお言葉で最後のページを飾っています . 

イエスキリストの再臨でキリストにあって死ん

だ者の身が復活するようになって生きている者

の身があっという間に忽然と変化されて一緒に

光栄の中に神様をお会いできるでしょう . そし

て各人が冠を受けて彼の行なったとおり賞を受

けるようになるでしょう . そして永遠に神様と

ともに生きるようになるでしょう . イエスキリ

ストの再臨と言うのはこのように恵まれて栄え

栄えしい内容を持っている約束で必ずすべての

聖徒たちが現実として体験するようになるでし

ょう 

イエス様の再臨の目的にはキリストの福音を信

じない者に刑罰を与えるためなことも含まれて

います . テサロニケ人への第二の手紙 , 1 章に

記録されるのを 

 “それは、主イエスが炎の中で力ある天使た

ちを率いて天から現れる時に実現する。  その

時、主は神を認めない者たちや、わたしたちの

主イエスの福音に聞き従わない者たちに報復し、

そして、彼らは主のみ顔とその力の栄光から退

けられて、永遠の滅びに至る刑罰を受けるであ

ろう。” (テサロニケ人への第二の手紙 ,1:7～

9) しました . その刑罰は永遠な滅亡の刑罰だ

と言いました . 永遠な滅亡の刑罰と言うのは悪

魔とその使者たちのために予備されたわずか硫

黄で燃える火に投げられるのです . 

 

 

終りに、イエス様の再臨をどんなに備
えなければならないはずなのかをよく
見ます. 
 

本文の比喩に登場する花婿はイエスキリストを

意味して , 花婿を迎えに出た娘たちは信者たち

を意味します . 花婿を迎えて喜びの宴に参加し

ようとすれば必ず予備しなければならないこと

があります . それは燈と油です .  

 

 

 

 

 

 

 

 

“燈”は教会の意識 , 教理 , 体制 , 伝統のよ

うなのです. “油”はイエスキリストに対する

正しい信仰と愛です . 教会の意識に参加して , 

教理を学んで分かって , 教会の体制と伝統を尊

いに思って職分を受けて奉事活動をするがイエ

スキリストに対する正しい信仰と愛のない人が

います . 聖書とキリストに対して聖書どおり信

じないで自分が好みとおりに信じる人がいます . 

これらは  “燈”だけあって  “油”はない信者

です . 

真の信者は聖書どおり信じます . 聖書どおり信

じればイエスキリストのあがないの恵みに全面

的に頼ります . そしてその恵みに感激して神様

を嬉しくしようとする一念で聖徒らしく暮そう

と力をつくすようになります . イエスキリスト

を信じて神様を仕えるのが信仰の目的です . 今

日も神様が私たちの祈祷を聞いて奇蹟を行なっ

て最上の回答をくださることを信じます . この

ような信仰を持った人は患難 , 逼迫 , 誘惑が迫

って来ても神様を疑うとか , 信仰を捨てる事が

決してないです . 神様の前に祈ることができる

という事実によっていつも所望を持って積極的

な姿勢に生きて行きます . 花婿が来るのを待っ

た娘たちが時間が引き延びになるのでくたびれ

て居眠っていました . そうしている途中  “見

よう花婿だ.” という音を聞いて精神がぴかっ

と持ちました . ところでその中に五つは器に油

を持って燈とともに持って行った知恵ある者で

した . 愚鈍な者等が知恵ある者等に言うのを 

“私たち燈が消えたらあなただちの油をちょっ

と分けて下さい.” しました . 知恵ある者等が

答えるのを  “私たちとあなただちの使うには

決して十分ではないから , かえって売る者に行

ってあなただちに必要なことを買いなさい.” 

しました . 自らにないとか不足なことは他人か

ら借りることができます . お金や品物がそうで

す . ところで信仰は借りることができないです . 

買うことができないです . 信仰が消滅して変質

された人はイエス様の再臨を嬉しく迎えること

ができないです . 一歩遅れて信仰を回復しよう

と思ってももう時が遅かったです . 花婿が来る

ので予備した者は一緒に婚姻宴に入って行って

門は閉まりました . その後に残った娘たちが来

て言うのを  “神様 , 神様 , 私たちに開いてく

ださい .” しました . 彼らに聞こえた言葉は 

“私が真実であなただちに言うのに , 私はあな

ただちが分からない .”  という冷酷な返事でし

た . 

皆さんは神様の再臨をいつも思いながら備えて

ください . イエス様の再臨を切に慕って待つと

言ってどんなすごい行動を取ることがないです . 

あがないの信仰に固く立って礼拜の中心に生き

て , 神様の仕事に力をつくしながら生きて行け

ば良いです . こんな人は主イエスキリストが予

想より遅くいらっしゃると言っても問題になる

ことがないです . 私たちがすごい行動をしない

ように神様は再臨の正確な時を知らせてくださ

らなかったです . イエスキリストが比喩の終り

に   “だから、目をさましていなさい。その

日その時が、あなたがたにはわからないからで

ある。” (マタイによる福音書  25:13)と結論を

結びました . 死は救いを得ることができなかっ

た人には救いを得る機会を永遠に失うようにし

ます . イエス様の再臨は正し信仰を持つことが

できなかった信者には携去する機会を完全に失

うようにします . 

 

聖徒の皆さん , 一緒におっしゃって見ましょう . 

“イエスキリストの再臨は聖書に記録されたそ

の ま ま 必 ず 成 り 立 つ こ と を 私 は 信 じ ま す .” 

“私は賢い五つ娘のようにイエス様がいつ再臨

なさっても嬉しく迎えるようにイエスキリスト

に対する真の信仰と相変わらずの愛を持って生

きて行きます.” 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

賢い娘, 愚鈍な娘 


